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２.最近の子どもの姿 

○友達と一緒に遊ぶことを喜び、友達と思いや考えを伝え合いながら遊ぶ姿が見られるようになった。 

 ・「一緒に遊ぼう」「～～して遊ぼう」と、声をかけ合って遊び始める姿が見られる。 

 ・友達と一緒に遊びたい気持ちはあっても、自分から遊びに誘うことができなかったり、一方的に自分の思い

を伝えてしまったりすることから、うまく友達と遊ぶことができない子どももいる。 

○４月より、合わせて５名の子ども達が入園し、また、個別に支援を要する子どもや不安定な姿が見られる子ど

ももいる。 

・集団生活における生活習慣面の習得度や遊びの興味・関心の対象など、個人差が非常に大きい。 

 ・入園児がいることで、「お手本にならなくちゃ！」という気持ちをもったり、友達関係に変化が起きたりなど、 

いい意味での刺激も受けている。 

○神西湖に園外保育に出かけ、生き物に出会った感動や、草花を摘んだりして楽しかったことなどを、幼稚園

で再現しようとしている。 

 ・本物らしい神西湖づくりにこだわり、皆で力を合わせて透明の水が溜まるように頑張ってきたことから、自分

達のつくった神西湖に愛着をもっている。 

 ・神西湖だけでなく、神西湖の水を汲み出した時にできた水の通り道を差海川に見立てたり、その先に穴を

掘って海に見立てたりなどして楽しんでいる 

 ・カニやシジミなどを捕まえて自分達の神西湖に放しているが壁から逃げ出してしまったり、水が熱くなったり、

カラスなどの外敵から狙われたりして思うように飼育することができず、どうしたらよいか試行錯誤している。 

 

３.活動のねらい 

○自分のしたい遊びを見つけ、友達と一緒に心ゆくまで楽しむ。                  【５つの心の①】 

○教師や友達と心を通わせ、自分の思いをのびのびと伝えながら、かかわり合って遊ぶことを楽しむ。 

【５つの心の②】 

○生き物や植物に心を寄せ、飼育、栽培をする中で、変化に気付いたり、いたわりの気持ちをもったりする。 

【５つの心の③】         

○「みんなの神西湖を作ろう」という共通のめあてをもち、思いや考えを伝えたり、自分なりの方法を工夫したり

しながら、実現させていく。                                        【５つの心の④】 

○遊んだ後は友達や教師と一緒に使ったものを元の場所に返したり、最後まで片付けたりする。 

 【５つの心の①】 
 

４.教師の願い 

○砂や土、水などに触れ、思いきり気分を開放させながら、思う存分遊びを楽しんでほしい。 

○皆で一つの活動に向かっていく中で、一緒に遊ぶ楽しさを味わったり、力を合わせることの大切さに気付い

たりし、「皆仲間」という意識を強くしていってほしい。 

○本物らしい神西湖をつくるために、自分なりに考えたり、工夫したりしながら試していくことで、探究心の芽生

えを養ってほしい。 

 

５.環境の構成と援助 

○より本物らしい神西湖に近づくように、神西湖に出かけて湖に生えている植物やそこに住んでいる生き物な

どを観察したり、採ったり捕まえたりして幼稚園に持ち帰ったり、必要に応じて教師が用意したりする。 

○一人一人がそれぞれに自分のしたい遊びを見つけて楽しめるように多様性をもたせ、自分なりに神西湖を

つくる活動にかかわろうとしている姿を認め、支えていく。 

○子どもが主体的にかかわって遊ぶ中で、遊びがより楽しくなったり、工夫して遊んだりできるよう、環境を再構

成していく。 

○子どもの「やってみよう」「こんなふうにしたい」という思いが実現できるように、材料や用具を準備しておく。 

○子ども達が試行錯誤している姿を大切にし、納得がいくまで丁寧に活動を展開させていくようにする。 

○教師も遊びの仲間になって子どもの発見や気付き、感動に共に心を動かすことで、子ども達がより深く思考

力を働かせたり、満足感を味わったりできるようにする。 

○遊んだ後の片付けについては、遊びの続きができるように、残すものなどを皆で相談して決めたり、きれいに

なったことを喜んだりしながら進めていく。 



出雲市立湖陵幼稚園 実践発表会指導案 ＜４歳児＞ ５． 展開 

本時のねらい ○『みんなの神西湖』に関心をもち、自分なりに考えたり、工夫したりしながら遊ぶ。 

○友達と一緒に、思いを伝え合いながら遊ぶことを楽しむ。 

時間       予想される幼児の活動                    環境の構成と援助  （     ） 
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 〈 園庭 〉 

 

 

 

 

みんなの神西湖をつくろう！ 

〈園庭〉 

・子ども一人一人の様子を見守り、必要に応じて誘いかけたり、促したりしていく。 

・気持ちのよい一日のスタートがきれるよう、教師も一緒に体を動かしたり、歌をうたったりしながら、

皆の気分を盛り上げていく。 

・なかなか遊び始められずにいる子どもに対しては、その子の気持ちやペースを認めて見守りつつ、タイミングを見な

がら遊びに誘いかける。 

・ヘルパーと子ども達の思いや遊びの様子などについて共通理解を図り、連携しながら必要に応じた援助をしていく。 

みんなで集まろう 

・今日、見付けたことや工夫したことなどを皆の前で話したり、聞いたりする。

・遊んだ場の片付けをする。 

・今日の遊びの中で見付けたことや工夫したことなどを伝え合い、教師や友達に聞

いてもらう喜びや満足感を味わえるようにする。 

・友達と一緒に遊んで楽しかったことや嬉しかったことを皆で共有していく。 

・神西湖に溜まっている水の量を目で見たり、水温を手で触ったりして確かめるこ

とができるよう、毎朝、登園してから『神西湖パトロール』をするように、子ども達と

話し合って決めておく。 

・神西湖に住んでいる生き物に興味をもって見たり、思いやりの心で接したりして

いる姿を認め、褒めることで、周りの子ども達にも広げていく。 

・元気がなかったり、神西湖から脱走しようとしている生き物を見付けた時には、そ

の原因を考え、お家を作ったり、えさを与えたりしながら様子を見守れるように、

声をかけたり、必要に応じて援助したりしていく。 

・教師も遊びの仲間になって共に遊び、より楽しく遊べるように支える。 

・遊びに必要なスコップやバケツ、樋などを用意しておき、自由に使え

るようにしておく。 

・水や砂の感触を楽しんでいる子どもの姿に共感し、気分を開放させ

て、思いきり楽しめるようにする。 

・葉っぱやカップを船に見立てて遊ぶ中での気付きを受け止め、新た

な気付きへとつながっていくようにする。 

・本物の海の砂を用意しておき、海の砂ならではの感触や潮の香りな

どを感じ取れるようにする。 

・友達同士でかかわろうとする姿を大事に見守り、かかわって遊ぶ中

で、自分の思いを伝えたり、相手と折り合いをつけたりすることの大

切さに気付いていけるようにする。必要に応じて、教師が仲立ちして

いく。 

○ ともだちタイム（全園児活動）が始まるよ 

・おはようランニング ・挨拶 ・体操 ・お話タイム 

神西湖から水が流れ出して、差海川ができたよ 

・湖の排水溝から流れ出す水の通る道（川）を作る。 

・船に見立てたものを川に流す。 

水が海まで繋がったよ 

・本物の海の砂を使って海を作り、川から水を流し入れる。 

本物みたいな神西湖にしよう 

・湖に溜まっている水の量や水温を確かめながら、水を足していく。 

・湖に住んでいる生き物達（カニやシジミなど）の様子を観察したり、生き物の住みや

すい環境を整えたりする。 
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